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１．調査研究の背景と目的 

木杭に代表される地中で使用する木材は，軽量かつ現場で加工し易いことから，大型の施工設備を導入し難い軟弱

地盤や狭い作業スペースの現場等で極めて使い勝手の良い有効な土木材料であり，しかも CO2 のストック削減効果 1)

や木材需要の安定化による林業再生，それに伴う森林整備によるCO2吸収や土砂災害抑止効果等の波及効果も期待でき

る等の利点も多い。その一方で，地中で使用する木材は，『地下水位以深では腐朽しないが，地下水位以浅では腐朽の

おそれがある』という考え方が一般化していて，これが木杭等木材の地中使用上の大きな制約となっている側面がある。

しかし，果たして『地下水位以浅では木材は腐朽する』というのは真実なのだろうか。そもそも地下水位は日常的にも

経年的にも変動するものだが，木材腐朽の観点で地下水位以浅とは何を指しているのだろうか。これらの根本的課題は

未解決のままであるように思える。 

そこで実際に地中で使用された木材の経年後の健全性もしくは腐朽実態(長期耐久性)について，①考古学的遺跡調

査での木杭や木材･木製品の発掘事例についての文献等調査，②既往施設の更新や解体の木杭等出現現場での発掘木材

の普及調査，③室内および屋外で実条件を踏まえた木材の長期耐久性実験，の主に３つのアプローチで実証を試みてい

る。ここでは，この内，①の文献調査で得られた事例の一部について年表形式での整理を試み報告する。 

２．遺跡調査現場で発掘された地中木材遺構の事例 

遺跡調査で木製品の他に，木杭や地中で使用された木材遺構が発掘されることは意外と多い。しかし，考古学的意

義，歴史的意義の点で，これら発掘された地中使用木材の遺構が主役になるケースが少ないこともあり，我々土木技術

者の目に留まりにくい現実がある。そのような中で系統的あるいは網羅的に調査することは難しいが，折に触れて入手

できた地中木材遺構情報が蓄積しつつあるので，図１に遺構位置図，表１に遺構と木材用途等一覧表，表２に地中木材

遺構年表にまとめた。 
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３．まとめ 

本稿では，主に土木分野を念頭に地中での木材活用事例を遺跡調査から探ったが，木材の長期耐久性の実証という観

点では，遺跡調査で発掘される各種木製品に関する情報や，水中で保存された事例としては昨年話題となった元寇沈没

船(約 730 年前，長崎県松浦市，海水中)等の事例もある。また，水中もしくは地中で確認されている埋没林(海底林，

湖底林，他)の事例等も木材の長期耐久性の実証事例になるので，今後，これらも含めた情報収集と整理，更に，保存

事例での地盤環境の分析を進め，木材地中利用の設計手法に反映させていきたい。 

今回整理した事例では常時地下水面下というよりも，地下水以浅の状態を長期間経ているものが多数見られた。また，

時間軸では約 7,000 年前に遡る事例もあるなど，土木材料としての要求耐久性能の 50 年～100 年を大幅に上回る保存
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図１地中使用木材遺構の発掘事例位置図 
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事例を確認することができ，改めて地中における木材の耐久性能の高さを見せつけられるとともに，必ずしも常時地下

水位面下にあることが腐朽防止の絶対要件ではないことも確認できた。また，地質時代スケールに視点を移すと，硅化

木(珪化木，木化石)や亜炭，石炭，黒炭，石墨，等もある。我々の立場からすると，木材の基本は腐り易いのではなく，

腐り難いというのが実感である。 

最後に，現在，土木学会の選奨土木遺産の認定制度で認定された土木遺産は，平成 12年度から平成 23年度の 12 年

間で計234件認定されているが，残念ながらこの中に地中木材遺構は見当たらない。今後，土木遺産認定に繋がるよう

な情報整理・情報発信も行っていきたい。 

表１ 遺跡等で発掘された地中使用木材遺構事例一覧 

№ 遺構区分 木材用途 所在地 時代 経過年数 備考 文献

1 東名遺跡 木杭状の棒，木製網かご，木製櫛 佐賀県佐賀市 縄文時代早期 約 7000年 
日本最古の木
製品 

2) 

2 
白岡町清左衛門
遺跡，水場遺構 

水場遺構，木杭，板材 埼玉県白岡町 縄文時代後期 約 3500年 水場遺構 3) 

3 千代・能美遺跡 橋脚，導水施設，他 石川県小松市 古墳時代 約 1800年 
日本最古の橋
脚？ 

4) 

4 皿沼西遺跡 井戸枠 埼玉県深谷市 平安時代(818年) 約 1190年 
液状化跡，粘土
で保護 

5) 

5 旧相模川橋脚 橋脚，土留め厚板 神奈川県茅ケ崎市 鎌倉時代(1198年) 約 725年 関東大震災 6) 

6 十三湊遺跡 護岸施設(横木，木杭)，もやい杭 青森県五所川原市 
室町時代(15世紀前
半) 

約 600年 中世港湾都市 7) 

7 難波田城 木橋跡(橋脚) 埼玉県富士見市 
戦国時代(16世紀前
半) 

約 600年 橋脚 8) 

8 松本城 
筏地形(胴木)，松丸太，土止め杭
列，天守土台支持柱 

長野県松本市 
安 土 桃 山 時 代
(1593-1594年) 

約 400年 筏地形 9) 

9 太閤堤 石積み護岸止め杭 京都府宇治市 
安土桃山時代(1594
年～) 

約 400年 河川護岸 10)

1
0 

佐賀城石垣基礎 地固め用材･胴木･木樋･木杭，他 佐賀県佐賀市 
江戸時代(1835年以
降) 

約 150年 石垣基礎 11)

1
1 

三重津海軍所跡 木製護岸(胴木，支柱，板材，他) 佐賀県佐賀市 江戸時代(1858年) 約 150年 護岸 12)

表２  地中使用木材遺構年表の例示 
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西暦(年) № 時期 遺跡･遺構名等 木材用途

1 約7000年前頃 東名遺跡 木杭状の棒，木製網かご，木製櫛

2 約3500年前頃
白岡町清左衛門
遺跡，水場遺構 水場遺構，木杭，板材

3 約1800年前頃 千代・能美遺跡 橋脚，導水施設，他

4 約1190年前頃 皿沼西遺跡 井戸枠

5 約725年前頃 旧相模川橋脚 橋脚，土留め厚板

6 約600年前頃 十三湊遺跡 護岸施設(横木，木杭)，もやい杭
7 約600年前頃 難波田城 木橋(橋脚)跡

8 約400年前頃 松本城
筏地形(胴木)，松丸太，土止め杭
列，天守土台支持柱

9 約400年前頃 太閤堤 石積み護岸止め杭
10 約150年前頃 佐賀城石垣基礎 地固め用材･胴木･木樋･木杭，他
11 約150年前頃 三重津海軍所跡 木製護岸(胴木，支柱，板材，他)

近代

奈良時代

飛鳥時代

大和時代(古墳時代)

近世

弥生式土器時代
(金石器併用時代)

中世

1912年

古代

明治時代

江戸時代

安土桃山時代

室町/戦国時代

鎌倉時代

南北朝時代

平安時代
1185年

1603年

1888年

(－10,000年)

(－500年)

592年

710年

794年

時代区分例

1333年

1392年

1573年

縄文土器時代(新石
器時代)

旧石器時代

先史
時代
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